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説明会・行事等は日程・内容が変更される場合があります。必ず学校HP等でご確認ください今春の進学実績については巻末の「高校別大学合格者数一覧」をご覧ください

常設 4 台・吊り上げ式 2 台のバスケットゴール
を設置した体育館、蔵書 3 万冊の図書館、多目的
ホールなど最新のさまざまな機能を備えた記念館
など充実しています。また、理科室では、50種を
超える動物を間近に観察することができます。

情操面での成長を重んじ、思いやりを前提とし
た判断力の育成をめざし、「自らを律し、温かい心
をはぐくむ教育」を行っています。また、生存の
土台である地球環境についての認識を深め、「自
然と共生できる人間」の育成をめざしています。

各学年ごとに行う宿泊研修や、全校が団結して
企画を練り上げる体育祭や青稜祭（文化祭）、演
劇観賞会や音楽鑑賞会、スキー教室など、いろい
ろな行事があります。

クラブは、バレー、野球、ソフトテニス、バト
ン、ダンス、陸上など運動部14。演劇、漫画研究、
茶道、吹奏楽、マイコンなど文化部22。同好会で
はJRC、数学研究、家庭科などが活躍。バス
ケット部は関東大会ベスト 8 、テニス部はイン
ターハイ、陸上部は関東大会出場、吹奏楽部は東
京都コンクール金賞などの実績があります。

環境・施設設備

生活指導・心の教育

学校行事・クラブ活動

〈URL〉https://www.seiryo–js.ed.jp/
　　　　昭和13年（1938）に創立された青蘭商業
女学校が前身です。平成 7 年より青稜中学校、青
稜高等学校に校名を変更し、中学校が共学、同 9
年より高等学校も共学となりました。

「社会に貢献できる人間の育成」という建学の精
神に基づき、「意志の教育」「情操の教育」「自己啓
発の教育」という 3 つの教育目標を掲げています。
この教育目標を通して「主体的に生きる個の育成」
が大切であると考え、指導にあたっています。

四年制大学現役合格を前提に、中学校から基礎
5 教科に十分な時間配当をして、一人ひとりの適
性に合わせた教育を進めています。つまずきを作
らず、やる気さえしっかり持って学習すれば、必
ず志望大学に入れるという確信のもとに、「意志
の教育」の実践に力を入れています。とくに基礎
3 教科には、時間数を多くとっています。数学は、
数式の計算や公式の利用にとどまらず、 1 つの問
題にさまざまな方法で多面的に考えていく力を養
うことをめざします。英語は、 1 年生からクラス
を 2 つに分け、少人数制授業を実施。外国人教師
による英会話も少人数制のメリットを生かしてい
ます。また、すべての教科学習の基礎となる国語
についても、 2 人の教師が指導にあたり、いろい
ろな分野の文章に数多く触れつつ文法や古典の学
習に入るようにしています。数学については、従
来実施していた習熟度別の授業を廃止し、一人の

担当が １ 年間しっかりと授業にあたり、生徒一人
ひとりの特性を把握していきます。

高等学校は、 1 年生は芸術科目以外は全員が共
通科目を学習しますが、 2 年生から文系と理系に、
さらに国公立大系と私立大系に分かれ、受験科目
が選択できるようになっています。

一方、高等学校から入学して来る生徒を含め、
3 年間で志望大学進学を果たすために、多岐にわ
たる講習を用意しています。

国公立、理系大学への進学ニーズへの対応を強
化し、少人数制の受験指導体制を整えています。
3 年では目標校に合わせた選択科目を中心に、徹
底した演習で実力をつけるようにしています。ま
た、多様な講習を各科目で行い、授業以外にも綿
密な進学指導を行っています。さらに、大手予備
校と提携したサテライト授業を実施するなど、多
面的な支援を行っています。中学生対象には早朝
英語学習・Sラボ（自学自習システム）があります。

国内外における英語研修プログラムを多数実施
しています。海外には中 ２ から希望制で参加が可
能です。セブ島やニュージーランドでの英語研修
や、オーストラリア・カナダでの短期留学を用意
しています。

熱心な情報教育が行われており、CAI教室には
インターネットと接続されたノートパソコンが並
び、幅広い情報収集の場として利用されています。

沿革

校風・教育方針

カリキュラムの特色

国際・情報教育

下
神
明

大井町線

品
川
区
総
合
庁
舎

○
青
稜
中
学
校
・
高
等
学
校

・
J
R
京
浜
東
北
線
・
り
ん
か
い
線　

大
井
町
駅

・
J
R
横
須
賀
線　

西
大
井
駅

・
東
急
大
井
町
線　

下
神
明
駅

至
品
川

至
川
崎

消防署

青稜中学校
　　高等学校

J
R

品
川
区
立

中
小
企
業

セ
ン
タ
ー

大井町

り
ん
か
い
線

青
せい

稜
りょう

中学校・高等学校
〒142 – 8550　東京都品川区二葉1 – 6 – 6　☎03 – 3782 – 1502　学校長　青田　泰明

■2025年度入試日程
　　　　　※Ｂの掲示発表は翌日
募集人員 出願期間 試験日 発表日 手続締切日

1 回Ａ　50 1/10〜1/31 2/1午前 2/1 2/10
　　Ｂ　50 2/1午後 2/1※ 2/10
2 回Ａ　40 1/10〜2/1 2/2午前 2/2 2/10
　　Ｂ　40 2/2午後 2/2※ 2/10
　　　　　　一般入試　
募集人員 出願期間 試験日発表日 手続締切日

130 1/25〜2/5 2/12 2/13 2/17＊
＊併願は公立発表翌日まで延期可
■2025年度選考方法・入試科目
　　　　　
2 科か 4 科の選択
〈配点・時間〉国・算＝各100点50分　理・社＝
各60点計60分
〈面接〉なし
　　　　　　
一般：国語、数学、英語【選考方法】オープン：
当日の試験結果で判定　併願優遇：調査書と当日
の試験結果で総合判定（基準は 3 年 2 学期の成績
が 3 科15または 5 科24　英検準 2 級以上は上記 5
科に加点）
〈配点・時間〉国・数・英＝各100点50分
〈面接〉なし
■指定校推薦枠のある主な大学
横浜市立大　慶應義塾大　早稲田大　東京理科大  
明治大　青山学院大　立教大　中央大　法政大  
学習院大　成城大　明治学院大　日本大  専修大 
東洋大　東京都市大　芝浦工業大　津田塾大　日

本女子大　東京女子大　同志社大など
■2024年春の主な大学合格実績（現役生のみ）
北海道大 7 　東北大 1 　九州大 1 　東京工業大 2  
お茶の水女子大 5 　慶應義塾大16　早稲田大34　
上智大20　東京理科大31　青山学院大49　中央大
61　法政大73　明治大88　立教大51など
■2024年春卒業生進路状況
卒業生数 大学 短大 専門学校 海外大 就職 進学準備他
427人 378人 0 人 2 人 2 人 0 人 45人
■2024年度入試結果
　　　　　男／女　帰国生入試あり
募集人員 志願者数受験者数合格者数 競争率

1 回Ａ　　50 126/142 116/129 39/38 3.0/3.4
　　Ｂ　　50 205/166 185/138 65/46 2.8/3.0
2 回Ａ　　40 201/236 122/154 30/60 4.1/2.6
　　Ｂ　　40 278/220 160/137 52/42 3.1/3.3

　　　　　　男／女　帰国生入試あり
募集人員 志願者数受験者数合格者数 競争率

一般� 130 213/100 199/93 133/63 1.5/1.5
併願優遇 423/460 409/441 409/441 1.0/1.0
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データファイル

学校説明会　要予約
★中学校
10/5　11/2　11/16
体験入学（授業体験）　10/12　11/9
★高等学校　
10/5　11/2　11/16（説明会終了後に個別相談会）
学校見学は随時可
見学できる行事　
青稜祭（文化祭）　9/22（入試相談コーナーあり）


